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実践活性化委員会とは
<委員会規定>
• 第2条 活性化委員会は，技術教育の実践研究（以下，実践研究）の活性化
に関わる事業の企画・運営及びその他関連する業務を行う。

• 第3条 活性化委員会は前条の業務を行うために，次の事業を行う。
(1) 実践研究に関わる助言・指導等の研究支援事業
(2) 実践研究の活性化に寄与する各種研究会，研修会，学生交流会等の事業
(3) その他，一般社団法人日本産業技術教育学会理事会（以下，理事会と呼
ぶ。）もしくは他委員会，分科会などから委託された事業



体系化されたプログラミング教育

小学校

中学技術科

高校情報科

プログラミ
ングに慣れ
親しむ

情報の科学的理解
プログラミングによ

る問題解決

計測・制御システムのプログラミング

ネットワークを利用した双方向性のあ
るコンテンツのプログラミング

現場の実
践課題



JMOOC×JSTE



中学校技術・家庭科技術分野(以下，技術科)における新しい
指導事項「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテン
ツのプログラミングによる問題解決」の実践を支援するため
に，学習の位置づけ，内容，教材例，授業設計のポイント，
学習評価の工夫について講義する

本講座の目的

約10～15分程度の講義動画×全8回



01 森山 潤 兵庫教育大学大学院・教授

02 宮川 洋一 岩手大学教育学部・教授

03 渡津 光司 東京学芸大学附属国際中等教育学校・教諭

04 川路 智治 茨城大学教育学部・助教

05 尾崎 誠 厚木市立荻野中学校・教諭

06 吉田 拓也 東大寺学園中学校・高等学校・教諭

07 三浦 寿史 熊本大学教育学部附属中学校・教諭

08 磯部 征尊 愛知教育大学教育学部・准教授

担当教員



01 学習の位置づけと主な内容
02 プログラミング教育の考え方と題材設定
03 Scratchライク言語のMeshを活用した教材例
04 ドリトルを活用した教材例
05 なでしこを活用した教材例
06 HTML+JavaScriptを活用した教材例
07 授業設計のポイント
08 ワークシートの工夫と学習評価

本講座の内容



第1回 第2回



「スモウルビー」（Scratchライク言語
のMesh機能）を活用した教材例

第3回



日本語プログラミング言語「ドリトル」を
活用した教材例

第4回



データを受信

日本語プログラミング言語「なでしこ」を
活用した教材例取得するプログラム

(URL)からAJAX受信

WebAPIを使える
インターネット上の

サーバ

対象

要求する

対象という変数に
格納される

受信する 第5回



「HTML」 +「 JavaScript」を活用した教材例
• 対象交差点の位置を示す

⇒駅と学校にポイントを付けたため，位置関係を把握
できる付加情報として当該Webページへリンクさせる

• 交差点での具体的な説明の提示
⇒吹き出しだけでなく写真を加えて説明できる

• 新しい道なので，紙の地図には反映していない可能性
⇒国土地理院の地図データを活用できる

• どのようにして情報を渡すか
⇒ Webページにすることでスマホでも

閲覧可能

第6回



第7回 第8回



 具体的な教材研究から授業デザインまで幅広く実践的な内容
をカバー!

 体験しながらの演習も!
 ぜひ，現場の先生方にご紹介下さい!!

まとめ

https://jste.info/support/archives/399

詳しくは，
学会実践研究支援サイトにて!!
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